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■運行計画（案）

1．これまでの協議会においての確定事項①

１．運行ルート

近つ飛鳥博物館

太子町役場

河南町役場

千早赤阪村役場

近鉄長野線

富田林駅

近鉄南大阪線

上ノ太子駅

近鉄長野線

喜 志 駅

（仮称）北部ルート

（仮称）南部ルート

（仮称）北部ルート 上ノ太子駅～太子町役場経由～近つ飛鳥博物館
運行距離 約7.9km（片道）

（仮称）南部ルート 富田林駅～河南町役場経由～千早赤阪村役場
運行距離 約8.3km（片道）

実証実験運行ルート図

N

２．使用車両

EVバス
全 長：6.99ｍ
座席数：11（客席定員）＋1（運転席）

３．バス停（北部ルート・南部ルートとも）

４．運行日（北部ルート・南部ルートとも）

５．運行時間帯及び頻度（北部ルート・南部ルートとも）

６．乗車方法（北部ルート・南部ルートとも）

起終点＋途中バス停５箇所

毎日運行（平日・休日） 年末年始（12/29～1/3）は除く
各ルートの運行期間については、概ね３か月間ごと交互に運行を予定

概ね１０時～１６時で、１日４便（往復）程度

自由乗車（事前予約不要）

※本運行計画（案）について、引き続き、市町村や交通事業者等と
協議・調整していく。
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＜実証実験における到達目標＞ 目標年次：令和10年度（2028年度）

○令和８年度から、段階的に自動運転区間を延伸していき、全ての運行区間において自動

運転レベル４（特定条件下の完全自動運転 手動介入率※０％）をめざす

＜L4をめざした実証実験の進め方＞

○自動運転バス２台を活用

○１号車（乗客あり）

○２号車（乗客なし）

※「手動介入率」＝「手動介入していた時間」/「走行時間」

■自動運転技術のレベルアップに向けた取組

1．これまでの協議会においての確定事項②

乗客乗車により２ルートを一定期間ごとに交互運行し、多くの住民の方々に

利用いただくことで、自動運転バスの認知度と社会受容性を高めるとともに、

移動の安全性・快適性等のモニタリングを実施。併せて、運転手の技術向上を実現

技術向上のスピードアップを図るため、乗客なしでＬ４取得に向けた車両の自動

運転技術のレベルアップに専念（早期にL4区間を創出）するとともに、レベルアップ

した技術を、乗客乗車バス（１号車）にフィードバック
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２．今回の協議会における協議・確認事項

今年度（11月～）及び来年度から実証実験の実施に先立ち、以下の事項について協議・確認

■全体スケジュール

協議会等の開催など、必要な取組の状況

■運行に必要な施設

車庫など、運行に必要な施設の整備状況

■自動運転技術のレベルアップに向けた取組

自動運転レベル４をめざすうえで、調査を実施し必要な対策を検討

■機運醸成の取組（案）

自動運転技術や運行時等の協力について、地域住民の理解が得られるよう、
計画的に取組等を実施

＜協議・確認事項＞
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R7（2025） R8（2026）～R10（2028）

大阪府

Osaka 
Metro

２－１．全体スケジュール

検
証
結
果
を
踏
ま
え
た
取
組

実証実験結果をフィードバック
のうえ、市町村の取組に繋げる

（結果に応じて）必要な整備の追加

万博会場内の運行

万博期間

R８年度以降
＜乗客乗車の実証実験＞

▷１号車＜乗客あり＞
北部・南部ルートを交互に運行し、自動運転バスの認知度と社会受容性を高める。
併せて運転手の技術向上を図る

▷２号車＜乗客なし＞ （自動運転技術のレベルアップ）
自動運転L4取得に向けた車両調整に専念し、早期にL4区間を創出する。
その技術を１号車にフィードバック

＜万博バス車両＞

＜実証実験開始＞

R7年度

＜乗客なし＞

テスト走行・
車両調整 等

＜走行環境整備＞
・車庫
・乗務員休憩所

＜調査業務＞
・リスクアセスメント
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関係者（Osaka Metro、国、警察、交通事業者等）との調整

●新モビリティ導入検討協議会
（８月、10月〈予定〉、1月〈予定〉）

●地域コミッティ（８月、11月〈予定〉、2月〈予定〉）

R8～R10 継続的に実施
●新モビリティ導入検討協議会
●地域コミッティ

機 運 醸 成

•ロゴマーク・動画作成
•機運醸成イベント実施（数回開催予定）

R8～R10 継続的に実施
●機運醸成イベント等



ル ー ト 北部ルート 南部ルート

場 所 上ノ太子駅前 村立中学校前バス停付近

建物所有者 太子町 千早赤阪村

土地所有者 民地（太子町が借地） 千早赤阪村

使 用 形 態 府町の共同利用 府の単独利用

使 用 範 囲 11.6/11.6ｍ2（トイレ含む） 11.2/11.2ｍ2（トイレ含む）

使 用 期 間 R7年11月～R11年3月 R7年11月～R11年3月

現 状

■位置図

車庫
位置

■車庫（南河内府民センター）

間口12.4m 奥行9.3m

高さ4.6m

■整備イメージ（小型EVバス２台）

■21ｋW壁掛式充電器
（２台）〔Osaka Metro施工〕

440

650

385

■乗務員休憩所

２－２．運行に必要な施設 車庫及び乗務員休憩所の整備

休憩所
（上ノ太子駅前）

車 庫
（南河内府民センター）

休憩所
（村立中学校前バス停付近

バス転回場）
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２－３．自動運転技術のレベルアップに向けた取組

■自動運転レベル４の実現に向けた取組

○実証運行ルート上のリスクアセスメント（事故・運行トラブルの発生が予想される箇所）調査を実施し、
調査結果を踏まえ計画的に順次、対策を実施し課題を解決していく

○実証実験を繰り返し、自動運転化率を高めていき、全実証運行区間においてレベル４をめざす

■リスクアセスメント調査概要（速報）
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【 調 査 概 要 】

【 調 査 日 】

【 調 査 結 果 】

実証運行ルートにおいて、「視認性」、「障害物等」、「交通の流れ」、「道路
構造」といった、レベル４運行に向けて影響を及ぼす可能性のあるハザードを
抽出し、その対策を検討（１０月末までにとりまとめ）

北部ルート（片道約7.9km）
○ハザード総数２６件

⇒信号の無い横断歩道、急な下り坂の道路、街路樹等、
歩車分離されていない道路 等

南部ルート（片道約8.3km）
○ハザード総数３１件

⇒信号の無い横断歩道、急な下り坂の道路、街路樹等、
歩車が分離されていない道路、駐停車車両、施設入出庫口 等

令和７年６月２６～２７日、７月１４～１５日



（周辺施設の立地状況）
☐ 文教施設が近い
☐ 医療施設が近い
☐ 福祉介護施設が近い
☐ 店舗施設が近い
☐ 公共施設（役所等）が近い

（交通量）
☐ 特定時間に渋滞が発生する
☐ 特定時間に歩行者、自転車が多く通行する
☐ 二輪車の通行が多い
☐ 沿道施設からの出入り車両が多い

（交通環境）
☐ 車の走行速度が高い ☐ 追い越し車両がある
☐ 駐停車車両がある ☐ 乱横断者がいる
☐ 車道へはみ出して歩行している

（設置物）
☐ 標識や看板、路面標示が運転席から見えにくいか
☐ 道路反射鏡が運転席から見えにくいか

（停留所）
☐ 停留所付近に看板・標識が設置されているか
☐ 停留所付近に街路樹が設置されているか
☐ 停留所付近に駐車場出入口があるか
☐ 停留所付近に幟（のぼり）が設置されているか

■リスクアセスメントにおける調査内容（調査項目の事例）
☞ 各停留所区間におけるリスク要因を下記チェック項目ごとに調査

（直進時）
☐ 運転席から歩道の歩行者、自転車等の状況
☐ 側道方向車両の状況
☐ 側道後方からの二輪車・歩行者等の状況
☐ 歩行者、自転車等から直進する自車の状況

（交差点通過時）
☐ 運転席から交差車両が見えにくいか
☐ 運転席から歩行者が見えにくいか
☐ 交差車両から自車が見えにくいか
☐ 歩行者から自車が見えにくいか

視認性の状況

障害物の状況

交通流の状況

その他

２－３．自動運転技術のレベルアップに向けた取組
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☐ 車線数 ☐ 横断歩道 ☐ 歩車区分 ☐ 路側帯 ☐ ガードレール ☐ 道路幅員 ☐ 標識 ☐ 植栽・樹木
など

道路構造



（課題）信号のない横断歩道

対策案※

車両システム調整により減速

２－３．自動運転技術のレベルアップに向けた取組
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■主な課題解決（自動運転化率100％）に向けた取組イメージ ①

自車（バス）の動き
：直進

歩行者や自転車等の
動き（位置）
：左前方又は右前方

【 道 路 状 況 】
【 歩 車 分 離 】
【 相 手 方 行 動 】
【 シ ナ リ オ リ ス ク 】

片側１車線、中央線黄色線
進行方向：歩道有り、反対方向：歩道無し
歩行者や自転車等が死角から飛び出し
歩行者や自転車等と接触

歩

道

※今後、車両システムや道路側での対策について詳細に検討していく



（課題）急な下り坂の道路

対策案※

車両システム調整により減速

２－３．自動運転技術のレベルアップに向けた取組
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■主な課題解決（自動運転化率100％）に向けた取組イメージ ②

自車（バス）の動き
：制動が効きづらい

直進

歩行者や自転車等の
動き（位置）
：左前方

【 道 路 状 況 】
【 歩 車 分 離 】
【 相 手 方 行 動 】
【 シ ナ リ オ リ ス ク 】

交差点：信号有り
進行方向：歩道・植樹帯有り、反対方向：歩道・植樹帯有り
歩行者や自転車等が死角から飛び出し
歩行者や自転車等と接触

歩

道

歩

道

歩

道

歩

道

※今後、車両システムや道路側での対策について詳細に検討していく



（課題）植栽・街路樹

対策案※

車両システム調整により減速、植栽の剪定

２－３．自動運転技術のレベルアップに向けた取組
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■主な課題解決（自動運転化率100％）に向けた取組イメージ ③

自車（バス）の動き
：直進

歩行者や自転車等の
動き（位置）：左前方

【 道 路 状 況 】
【 歩 車 分 離 】
【 相 手 方 行 動 】
【 シ ナ リ オ リ ス ク 】

信号交差点
進行方向：歩道・植樹帯有り、反対方向：歩道・植樹帯有り
歩行者や自転車等が死角から飛び出し
歩行者や自転車等と接触

歩

道

歩

道

歩

道

歩

道

※今後、車両システムや道路側での対策について詳細に検討していく



２－３．自動運転技術のレベルアップに向けた取組

■令和８年度から早期にレベル４をめざす区間【北部ルート】

方向：上ノ太子駅⇒近つ飛鳥博物館

方向：近つ飛鳥博物館⇒上ノ太子駅

区 間 距 離 主な所在地

Ａ 上ノ太子駅前～和みの広場前 1.7km 太子町

B 和みの広場前～磯長小学校前 0.2km 太子町

E 六枚橋東～東山 3.0km 太子町

H 大宝１丁目～近つ飛鳥博物館前 0.9km 河南町

計 5.8km 73.4％※

区 間 距 離 主な所在地

H 近つ飛鳥博物館前～大宝１丁目 0.9km 河南町

E 東山～六枚橋東 3.0km 太子町

A 和みの広場前～上ノ太子駅前 1.7km 太子町

計 5.6km 70.9％※

※運行距離（7.9km）に対する割合

※運行距離（7.9km）に対する割合

往復運行距離に対する割合
（5.8km+5.6km）/7.9km×2＝72.2％
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凡 例
：ハザード 少
：ハザード 中
：ハザード 多

上ノ太子駅前

和みの広場前

磯長小学校前

太子町役場

六枚橋東

東山

阪南一須賀

大宝１丁目

近つ飛鳥博物館前

A

B

H

G

F

C

E

D



２－３．自動運転技術のレベルアップに向けた取組

方向：富田林駅⇒千早赤阪村役場

方向：千早赤阪村役場⇒富田林駅
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区 間 距 離 主な所在地

Ａ 富田林駅～川向 1.0km 富田林市

E オークワ～森屋西口（一部） 0.9km 河南町

計 1.9km 22.9％※

区 間 距 離 主な所在地

E 森屋西口～オークワ（一部） 0.9km 河南町

A 川向～富田林駅 1.0km 富田林市

計 1.9km 22.9％※

※運行距離（8.3km）に対する割合

※運行距離（8.3km）に対する割合

往復運行距離に対する割合
（1.9km+1.9km）/8.3km×2＝22.9％

■令和８年度から早期にレベル４をめざす区間【南部ルート】

凡 例
：ハザード 少
：ハザード 中
：ハザード 多

富田林駅

川向

山中田

寺田

オークワ

森屋西口

千早赤阪村役場

A

B

C

D

E

F



２－４．機運醸成の取組（案）

Ｒ7 R8

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月
（予定）

大阪・関西万博（4/13～10/13） 南河内地域における実証実験（テスト走行）

＜ロゴマーク制作＞ 新モビオリジナルロゴ

＜自動運転PR動画作成＞

ロゴマークの
お披露目

発注・動画作成

大阪芸術大学に複数デザイン案を制作いただき、
地域の投票により決定

バス停、グッズやのぼり等に活用

SNSでの発信や
イベント等で活用

【3/28(予定)】自動運転イベント
※南河内桜まつり等（地域）イベントとコラボ予定

地域イベント等へのブース出展、出前講座・出張授業

【万博終了後】パネルディスカッション（7月）ロゴマーク投票

役場等で放映

【11/8】自動運転イベント
※南河内スポーツ（府主催）イベントとコラボ予定

※ 万博バスラッピングについて、万博閉幕後も使用できるよう、OMにおいて万博協会との調整・働きかけを引き続き実施

一
般
利
用
者
を
乗
せ
た
実
証
実
験
開
始

バス出発式
（予定）
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万博会場内パビリオン出展【調整中】



■ロゴマーク作成の目的

２－４．機運醸成の取組

○地元の河南町にある大阪芸術大学の学生の皆様に作成いただいた作品のうち、優秀作品5作品の中から自動運転バス
の走行地域に在住又は通勤、通学されている皆様を対象に投票を行い、得票数が最も多かった作品をロゴマークとして採用

○11/8の自動運転イベントでロゴマークをお披露目

採用されたロゴマークは自動運転バスの実証実験の取組内容の周知
機運醸成のためのイベントで配布するオリジナルグッズで活用

○万博閉幕後からの自動運転バスの実証実験に向けて、南河内地域の方々をはじめ府民の皆様の自動運転バスに関する
認知度の向上や、地域との一体感ある取組をイメージしていただけるよう、ロゴマークを作成

■ロゴマークの投票＜期間 ７月１日から７月３１日まで＞
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【ロゴマーク候補５作品】

① ② ③

④ ⑤

ロゴマーク投票促進ポスター

※前回の協議会において、自動運転バスのロゴデザイン制作について確認済



■万博会場内パビリオン「フューチャーライフヴィレッジ」における出展

２－４．機運醸成の取組（調整中）

万博で披露している自動運転バスについて、実際に走行しているバスへの乗車のみならず、パビリオンにおいて
自動運転に関する映像や展示、万博閉幕後の社会実装に向けた取組の紹介など、来場者の方に視聴、
体感していただく

■出展概要（万博レガシーとして、南河内地域における自動運転バスの取組を紹介）

出展時期：10月出展で調整中（期間は、１週間程度）

出展イメージ

➢ モニターによる事業映像

➢ 事業の経緯、ルート図やロードマップなどのパネル展示

➢ 南河内地域のＰＲ など
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※Osaka Metro、地元市町村と連携して実施

フューチャーライフエクスペリエンス
（出典）公益財団法人2025年日本国際博覧会協会HP

会場イメージ

会場イメージ


